
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

項目

年度

⑤事後評価の公表方法 中津市のＨＰにおいて掲載

⑥計画全体の総合評価
本地域再生計画では、汚水処理施設整備交付金を活用することによって、過疎化が進む山国地域における特定環境保全公共下水道（管路）の整備と、市内全域における浄化槽整備設置事業とを一体的に実施し、整備段階にあわせた予算措
置ができたため、過疎地域の集中的な住環境整備と市内全域の継続的な浄化槽整備促進を図ることができた。これにより今後の過疎地域の人口減少対策としても一定の効果が期待され、市内全域における汚水処理人口普及率においても目
標値を超える実績を上げられたことから、生活排水処理を通じた生活環境の改善と水資源に対する市民の意識向上に寄与できたと考えている。

⑦今後の方針等

本計画の事業実施により汚水処理人口普及率においては、一定の成果が得られたため、今後は当市が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、更なる普及率向上のため、下水道への繋
ぎ込みに対する新たな支援制度の創設等、加入促進を一層強化しながら、快適な住環境の確保により安心して暮らせるまちづくりを実現していきたい。また、同時に過疎地域における水資源の確保と
優れた都市環境との調和により、空家等を利用した人口減少地域への移住・定住促進を図りながら、人を呼び込み中津を元気にする取組みへと進めていきたい。

④評価方法 市の担当課で事業成果を取りまとめ、部内において評価を行った。

H26 38 24,782 6 1,122

計画外で独自に実施した
事業

H24 － － － －
H25 37 23,594 2 734

21,714 3 742
H23 38 24,364 3 636

旧中津市内の各処理区における計画的な幹線整備及び面整備により未普及対策が行われた。また、終末処理場においては、水質保全事業により5ヶ年に渡る増設更新
事業を行い、市民の生活排水ライフラインの安定性向上に寄与できた。

中津市産材利用住宅促進緊急対策事
業

新築補助 増改築補助

当事業の創設により市産材住宅建築を促進したことで、新築・増改築ともに順調な件数で推移しており、中津市内の森林資源の有益な活用と水源涵養機能の確保に寄
与することができた。

件数 金額(千円) 件数 金額(千円)

H22

管路整備は計画どおりに進められたが、計画路線の一部見直しのため最終実績は7,608ｍで本計画区域の整備を完了した。汚水処理人口普及率は目標を超える実績
が得られた。

浄化槽設置整備事業

906基 ― 819基

浄化槽設置基数は個人からの申請に基づくこと、また見込まれていた新築件数のうち補助対象区域外（下水道認可区域内）が相当数あったことから計画設置基数には
及ばなかったが、交付金の活用により整備促進が図られ、処理人口を着実に伸ばすことができた。

特別措置を適用して行う
事業

特定環境保全公共下水道（管路） 8,030ｍ ― 7,608ｍ

その他の事業

旧中津市内の汚水処理施設の整備を
図るため「公共下水道事業」を活用
する

・未普及解消下水道事業
（中津処理区の汚水管渠整備の延長）
・水質保全浸水対策事業
（中津終末処理場改築更新業務の実施）
・下水道への繋ぎ込み促進活動、未接続者へ
のアンケート実施
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③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（H　　）

最終実績

指標２

Ｈ26 160棟 ○
企業誘致による雇用の拡大を背景にして市産材利用の住宅建築を促進したことにより、森林資源
の有益な活用が図れ、水源涵養機能の確保に寄与できた。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

○
目標値を超える最終実績となり、市内を流れる山国川上流域の環境改善及び浄化槽整備による市
内全域の河川水質改善が図れた。

指標２
中津市産材利用の促進
（市産材利用の住宅を60棟建築）

0棟 H22 - - - 60棟

- - - 63.9% Ｈ26 68.9%

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値 最終目標値

事後評価

指標１
汚水処理施設の整備の促進
（汚水処理人口普及率を60.3％から
63.9％に向上）

60.3% H20

地域再生計画（汚水処理施設整備交付金）事後評価調書

大分県 中津市 水が育てる文化都市「中津市」

平成22年度～平成26年度 中津市上下水道部　　上下水道部長　　為末純司


